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収縮を増強するとされる。本研究は、in vitro, in vivo において、デクスメデトミジン
は子宮筋収縮を増強し、プロポフォールとセボフルランは抑制するという仮説を立て、そ
の機序を含めた検討を行った。 
  研究方法   
 本研究では妊娠 19-21 日の Wistar Rat を使用した。 















Western blot analysis 
 平滑筋におけるカルシウム感受性の変化には、ミオシン軽鎖脱リン酸化酵素（MLCP）が
関与する。プロポフォールとセボフルランの子宮筋収縮に対する影響と MLCP の調節性サ
ブユニット（MYPT1）の活性化の関連性を western blot 法を用いて検討した。 
研究成績および考察 
in vitro 研究 
 収縮頻度はすべての麻酔薬によって有意に減少した。収縮力はオキシトシンによる収縮





in vivo 研究 
 デクスメデトミジンの投与により収縮力が 24%増加（p=0.02）し、その効果はインドメタ
シン投与により消失した。プロポフォールまたはセボフルラン投与によって、収縮力は変





Western blot analysis 
 オキシトシンのみ投与群とオキシトシン＋プロポフォール投与群は MYPT1 の活性化の割
合が増加したが、オキシトシン＋セボフルラン投与群では増加しなかった。プロポフォー
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妊娠後期ラットの子宮筋収縮に対する麻酔薬の影響を in vitro、 in vivo において検討した。
同様の実験系でインドメタシンを投与し、デクスメデトミジンによる子宮筋収縮への影響
の変化を検討した。また、子宮筋収縮に対する麻酔薬の影響と MLCP の調節性サブユニット
の活性化の関連性を Western blot 法を用いて検討した。 
＜結果＞ 
in vitro ではプロポフォールとセボフルランで子宮筋収縮が抑制された。in vivo ではデ
クスメデトミジンの投与により収縮力が増加し、その効果はインドメタシン投与により消
失した。in vivo と in vitro の結果の違いが生じた原因は、子宮筋収縮にオキシトシンだ
けでなく、他のホルモンが影響するためと考えられた。α2受容体作動薬はアラキドン酸の
放出を促進することで子宮筋収縮を増強した可能性がある。リン酸化 MYPT1 の割合はプロ
ポフォールで増加したが、セボフルランでは増加しなかった。 
＜結論＞ 
デクスメデトミジンは子宮筋収縮を増強し、プロポフォール、セボフルランは子宮筋収縮
を抑制した。デクスメデトミジンは帝王切開術における胎児娩出後の鎮静薬として使用す
ることで、子宮筋収縮を増強し、出血予防に役立つ可能性がある。 
本研究は、博士（医学）の学位授与に値すると審査員全員に認められた。 
 
